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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

（注）当社は、平成23年10月３日に単独株式移転により設立されたため、平成25年３月期第３四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 30,182 △2.2 3,174 4.0 3,279 10.0 1,615 △1.8
25年3月期第3四半期 30,853 ― 3,052 ― 2,982 ― 1,645 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 1,615百万円 （△6.0％） 25年3月期第3四半期 1,718百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 75.95 ―
25年3月期第3四半期 79.33 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 24,603 15,275 58.6 675.88
25年3月期 25,384 14,096 52.2 624.58
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 14,424百万円 25年3月期 13,246百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00
26年3月期 ― 12.00 ―
26年3月期（予想） 12.00 24.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,450 1.1 4,250 4.1 4,140 4.2 1,570 2.3 74.02



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 
 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
 
（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 
 四半期決算補足説明資料は、本日より当社ホームページに掲載する予定です。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 21,873,024 株 25年3月期 21,873,024 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 531,179 株 25年3月期 663,753 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 21,263,768 株 25年3月期3Q 20,735,735 株
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（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、輸出や製造業等の建設投資、公共投資が増加したことなど

から、大企業を中心に企業収益が改善し回復基調となりましたが、依然として続く世界経済の下振れ懸念など、景

気の先行きは不透明な状況で推移しました。 

当教育サービス業界におきましても、少子化傾向による学齢人口の減少もあり、厳しい経営環境が続いておりま

す。しかしながら、小学校における英語授業開始の早期化の検討や大学入試制度改革の検討、また、スマートフォ

ンやタブレット端末を用いた学習方法が急速に広がるなど、教育を取り巻く環境は急激に変化しており、社会の当

業界への期待も大きく、多様になってきております。 

このような状況のもと、日本初の民間総合教育サービス企業を目指す当社グループは、急速に変化する顧客のニ

ーズに応えるため、「４つのボーダーレス」を成長戦略に掲げております。すなわち、①幼児からシニア層を対象

とする生涯教育を見据えた「垂直」展開（顧客層のボーダーレス）、②学習塾の境界を超えた英会話、科学実験専

門教室、学びと安心を提供する学童保育等をつなげる「水平」展開（事業領域のボーダーレス）、③「グローバ

ル」展開（事業エリアのボーダーレス）、④「公教育」への展開（教育における官民のボーダーレス）の４つのボ

ーダーを超える事業展開を進めてまいりました。 

当第３四半期連結累計期間の当社グループの業績は、中核事業である学習塾部門において、前年同期の水準に届

かず、売上高は30,182百万円（前年同期比2.2％減）となりました。利益面では、営業利益は3,174百万円（同

4.0％増）、経常利益は3,279百万円（同10.0％増）となりましたが、かねてより進めてまいりました教育サービス

分野への経営資源の集中のため、当社連結子会社保有の賃貸用資産を売却したことなどから、四半期純利益は

1,615百万円（同1.8％減）となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりであります。  

〔教育事業〕  

教育事業の学習塾部門（学習塾「栄光ゼミナール」等）におきましては、当第３四半期連結累計期間には、顧

客ニーズの変化にあわせ機動的にエリア展開を行い、11校を新設、２校を統廃合し、教室数は合計で430校にな

りましたが、期中平均生徒数は前年同期の水準に至らず69,805名（前年同期比2.0％減）となりました。今春に

は、タブレット端末を活用した指導を開始するなど、新たな指導方法にも取り組んでおり、お客様に選ばれるサ

ービスを提供するため、引き続き開発・改善を続けてまいります。 

語学教育部門（語学教室「シェーン英会話」等）におきましては、収益性を踏まえた教室展開の見直し等が寄

与し、当部門の教室数は、当第３四半期連結累計期間中に新たに10校を開設する一方で４校を統廃合したことに

より181校（フランチャイズ教室47校を含む）となり、期中平均生徒数は20,212名（同4.1％増）となりました。

当第３四半期連結累計期間の教育事業の業績は、売上高は25,060百万円（同1.7％減）、セグメント利益は

4,354百万円（同1.8％増）となりました。 

  

〔教育ソリューション事業〕 

教育ソリューション事業（学校、学習塾等の教育機関に対する総合支援事業）におきましては、学習塾用教

材・テストの販売を行う教育コンテンツ部門、私学の生徒募集活動を支援する募集広告部門、教職員の派遣・紹

介部門、語学教材等の販売を行う語学教材部門等の各部門が、部門間及びグループ各社の連携を深めることによ

り、ソリューションの強化を推進しております。 

当第３四半期連結累計期間の教育ソリューション事業の業績は、昨年の新学習指導要領の実施に伴う改訂教材

の販売が一巡したことなどにより販売実績が前年同期に至らなかった一方で、原価率は改善されたことなどによ

り、売上高は4,154百万円（前年同期比5.1％減）、セグメント利益は212百万円（同136.5％増）となりました。

  

〔その他の事業〕 

その他の事業におきましては、印刷部門等が、教育事業及び教育ソリューション事業とのシナジーを活かした

事業展開を図っております。 

 当第３四半期連結累計期間のその他の事業の業績は、売上高は967百万円（前年同期比0.0％増）、セグメント

利益は39百万円（同45.1％減）となりました。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態については、資産の額は前連結会計年度末に比べ781百万円減少し、

24,603百万円（前期末比3.1％減）となりました。これは主に、季節的要因による売上債権の回収及び賃貸用資産

の売却等によるものであります。 

負債の額は、前連結会計年度末に比べ1,960百万円減少し、9,328百万円（同17.4％減）となりました。これは主

に、借入金の返済及び仕入債務の支払い等により減少したものであります。 

純資産の額は、前連結会計年度末に比べ1,179百万円増加し、15,275百万円（同8.4％増）となりました。これは

主に、四半期純利益の発生等により増加したものであります。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

当第３四半期連結累計期間における業績は概ね計画どおりに推移しており、前回発表（平成25年５月14日付）の

業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、さまざまな不確

定要素や今後の内外情勢の変化等により、実際の業績とは異なる場合があります。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。  

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,438,995 3,545,319

受取手形及び売掛金 2,750,088 1,362,168

有価証券 77,172 77,172

商品及び製品 1,509,296 1,178,264

仕掛品 154,447 139,366

原材料及び貯蔵品 74,539 87,646

その他 1,734,616 2,189,535

貸倒引当金 △9,305 △5,601

流動資産合計 7,729,851 8,573,871

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,029,156 3,896,739

土地 3,141,572 3,044,101

その他（純額） 381,374 377,412

有形固定資産合計 7,552,103 7,318,254

無形固定資産   

のれん 1,026,387 891,539

その他 1,376,957 1,465,904

無形固定資産合計 2,403,344 2,357,444

投資その他の資産   

敷金及び保証金 3,096,820 3,038,088

その他（純額） 5,002,487 3,707,425

貸倒引当金 △399,767 △391,364

投資その他の資産合計 7,699,540 6,354,149

固定資産合計 17,654,988 16,029,847

資産合計 25,384,839 24,603,719
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,257,545 498,196

短期借入金 2,315,047 940,137

未払法人税等 981,372 132,922

返品調整引当金 15,227 10,471

賞与引当金 18,537 11,175

その他 4,266,107 4,951,697

流動負債合計 8,853,837 6,544,601

固定負債   

長期借入金 385,750 253,860

退職給付引当金 1,917,829 2,035,145

事業整理損失引当金 － 330,000

従業員持株会信託分配引当金 － 51,074

その他 131,378 113,903

固定負債合計 2,434,957 2,783,983

負債合計 11,288,795 9,328,584

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,265,711 2,265,711

資本剰余金 3,172,189 3,220,094

利益剰余金 7,755,244 8,860,400

自己株式 △274,887 △219,990

株主資本合計 12,918,258 14,126,216

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 328,668 298,426

その他の包括利益累計額合計 328,668 298,426

少数株主持分 849,117 850,491

純資産合計 14,096,044 15,275,134

負債純資産合計 25,384,839 24,603,719
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 30,853,521 30,182,840

売上原価 20,655,192 20,078,936

売上総利益 10,198,329 10,103,903

販売費及び一般管理費 7,146,082 6,929,443

営業利益 3,052,246 3,174,459

営業外収益   

受取利息 3,403 3,293

受取配当金 18,113 32,599

投資有価証券売却益 － 102,601

受取賃貸料 263,880 276,537

その他 62,772 27,760

営業外収益合計 348,170 442,792

営業外費用   

支払利息 33,732 14,294

賃貸費用 381,544 299,036

その他 2,651 24,021

営業外費用合計 417,929 337,352

経常利益 2,982,487 3,279,899

特別利益   

固定資産売却益 5,685 14,282

特別利益合計 5,685 14,282

特別損失   

賃貸用資産処分損 － 617,909

事業整理損失引当金繰入額 － 330,000

減損損失 160,289 130,506

その他 9,568 20,994

特別損失合計 169,858 1,099,411

税金等調整前四半期純利益 2,818,315 2,194,770

法人税、住民税及び事業税 1,221,158 543,114

法人税等調整額 △55,863 6,571

法人税等合計 1,165,295 549,685

少数株主損益調整前四半期純利益 1,653,019 1,645,084

少数株主利益 7,849 30,012

四半期純利益 1,645,170 1,615,072
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,653,019 1,645,084

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 65,165 △30,076

その他の包括利益合計 65,165 △30,076

四半期包括利益 1,718,184 1,615,008

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,708,858 1,584,830

少数株主に係る四半期包括利益 9,326 30,177
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該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。 

  

セグメント情報  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業等であります。  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
教育事業 

教育ソリュー
ション事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高  25,507,143  4,379,134  29,886,278  967,243  30,853,521

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 25,356  1,312,852  1,338,209  1,614,876  2,953,086

計  25,532,499  5,691,987  31,224,487  2,582,119  33,806,607

セグメント利益   4,278,869  89,915  4,368,784  71,864  4,440,649

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  4,368,784

「その他」の区分の利益  71,864

セグメント間取引消去  35,755

全社費用（注）  △1,424,158

四半期連結損益計算書の営業利益  3,052,246
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業等であります。  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
教育事業 

教育ソリュー
ション事業 

計 

売上高           

外部顧客への売上高  25,060,926  4,154,495  29,215,422  967,417  30,182,840

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

 14,469  1,087,252  1,101,721  1,213,274  2,314,996

計  25,075,395  5,241,748  30,317,144  2,180,692  32,497,836

セグメント利益   4,354,193  212,669  4,566,862  39,421  4,606,284

  （単位：千円）

利益 金額 

報告セグメント計  4,566,862

「その他」の区分の利益  39,421

セグメント間取引消去  3,510

全社費用（注）  △1,435,335

四半期連結損益計算書の営業利益  3,174,459
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